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先人 の 努力 の 中に未来 ー の ヒン ト

私 は
、
先遍末から日曜 日まで

、
清里 にい ました

。
私 の 主宰すてイ青年塾」 クラス の

座 を清里 で い たか らで す
。
塾生の ほとん どは

、
清里 に来るの が初めて

。
中には

、

山梨 を ねるの が初めて の 人もい ました
。
私 の ように

、
定期的に 山梨に来て い る者

か らすれぱ
、

「こんな良い 地 に来たことがなか っ たとは
、

の 毒に」とさえ思 い ます
。
ど

うやら
、
私も半分ぐらい は

、
山梨 民の 意 が わっ てきたの かもしれませ ん

。

今回 は
、
ハ ケ岳 ロ ツジと萌木の 村を研修会 として

、
座 を 催しました

。
何より

、

ハケ岳山麓の 魅力に取りっ かれた人 の めて い る 々 な企画は
、
魅力あふれるも

の で した
。

トレ ラン とい っ た言 も
、
今回初めて 耳にしました

。
山梨 の か な 自然が

あるか らこそ生まれ て きた 想だと き
、
魅力を再 した思い で した

。

新しい 山梨ブラン ド が
、
次々 に生まれてい ます

。
代と共 に呼吸する魅力 に溢れ

たアイデ了や企 面などが
、
具体的な形になりっ っ あります

。
山梨ブラン ド もまた

、

化 の 程 にあるの だと教えられました
。

かな感性がなけれ ぱ
、
山梨プラン ドは っ けられない

君 の 感性 が われます
。

君 に か な感性 がなけれ ば
、
魅力 的な宝 物 を 掘

で きませ ん
。
宝物の 打ちは

、
に 付く人 にしか分か らない の です

。
そ の 意味で

も
、

君 が
、
どの ような 山梨ブラン ド を 掘するか

、
私 は大 しみ にして い ます

。

今 回 の 清里 座 で は
、
清里 の 二 人 の 大なる人 物 にっ い て 学び を深 めま

した
。

君 は
、
ポ ル ラツ シ ユ

、
安池 男さん の 名前を い たことがありますか ? 今

日の 私 があるの は
、

「先人 の おか げ」。
まさに

、
大なる先人 がい たか らこそ

、
今 の

私 があることを改めて肝 に じる学び がで きました
。

君 にも是非学んで い ただき

たい 人物で す
。

安池 男さん は
、
か っ て

、
小河地ダム の 湖底 に沈ん だ丹波 山村と小 管村 の 人 が

清里 を 拓した
、

の 担 当 で した
。
私 を投 げ打っ て

、
を い

、
肥 料を手

配したの です
。
この 人の 本 さは

、

「苦 を共 にしてきた村の 人 を てるわけに

は い か ない 」と、
岛 ー の を断 っ たことで す

。
そ の 厂志」が

、
辛苦 に耐 える人 造 の

心をとらえました
。
今も

、
拓者 が建 立 した墓が

、
清里 にあります

。

もう 人
、
ポ ル ラツ シ ユ

。
高原 に住む しい 人 が 自立 で きるようにと

、
生涯 け

て
、
清里 に力を尽 くした思い もまた

、
まぶ しい ばか りで す

。
「最善を尽 くせ

。
そして

流で あれ」。
その 言 を

、
今の 代 に生きる山梨 民 は

、
改めて肝 に じたい もの

で ある
。

去 に苦 した人 の 思い と 践の 中に
、
未来ヘ の ヒン トがあるの で す

。

「 甲斐然」塾 上 甲 晃


